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しめ やかに こころの 濡れぬ 川霧の 立ち 

まふ 家 は あはれ なる かな (晶子) 

そのころ 世間から 存在 を 無視され ておいで になる 古 

い 親王が おいでになった。 母方な ども 高い 貴族で、 

みかど 

帝 の 御 継嗣に おなりに な つ て もよ い 御 資格の 備わ つ 

た 方で あつたが、 時代が 移って、 反対側へ 政権の 行つ 

てし まう ことにな つた 変動の あとで は、 まったく 無勢 

がいせき 

力な 方に おなりに なって、 外戚の 人た ち も 輝かしい 未 

来の 希望 を 失った ことに 皆 悲観 をして、 だれもい ろい 



家の 中に 御覧になる 父宫が 心苦しく 思 召さない わけ も 

ない。 経卷を 片手に お持ちに なって 御覧に なり、 宫は 

琴に 合わせて 歌 をうた つ ておいで になった。 

大 姫君に は 琵琶、 中 姫君 (三女の なき 時 も 次女 は 中 

姫と 呼ぶ) に は 十 三絃の 琴 を それに 合わせながら 始終 

教えて おいでになる ために、 おもしろく 弾く ように 

なって いた。 父 帝に も 母 女御に も 早くお 死に別れに 

なって、 はかばかしい 保護者 をお 持ちに ならなん だた 

めに、 宫は 学問な ど を 深く あそばす 時がなかった。 ま 

して 処世 法な ど は 知つ ておいで になる わけ もない 貴人 

と 申しても また 驚く ばかり 上品で、 おおような 女の よ 



も、 妻が いたならば という 歎き を あそばさない 時と て 

はなかった。 

見し 人 も 宿 も 煙と なりに し をな どて わが 身の 消え 

残リ けん 

これで はお 生きが いも あるまい と 思われる ほど 故人 

にこ がれて おいでになる のであった。 京に お 住いに 

なった 時 すら 来訪がなかった ので あるから、 山の 重 

たず 

なった 中へ はるばる お訪ねす る 人な ど はない。 朝 立つ 

た 霧が 終日 山を& つてい る 日の ような 暗い 気持ちで 宫 



じょくせ 

も 濁世 を 離れる 気になら ぬかと、 仏が おためしになる 

ような 不幸 を 幾つ も 見た あとで、 ようやく 仏教の 精神 

がわ かってき たが、 わかった 時にはもう 修行 をす る 命 

きわ 

が 少なくな つていて、 道の 深奥 を 究める こと は 不可能 

と あきらめて いるの だから、 年 だけ は 若くても 私の 及 

ばない 法の 友 かと 思われる」 

とお 言いに なって、 その後 双方から 手紙の 書き かわ 

される ことにな り、 薫 中将が 自身で お訪ねして 行く よ 

うにな つ た。 

阿闍 梨から 話に 聞いて 想像した よりも 目に 見て は 寂 

しい 八の 宮の 山荘であった。 仮の It という 体裁で 簡 



秋の 末で あつたが、 四季に 分けて 宫が あそばす 念仏 

の 催し も、 この 時節 は 河に 近い 山荘で は 網 代に 当たる 

波の音 も 騒がしく やかまし いからと お言いに な つ て、 

ち- ン や）' みどう 

阿闍 梨の 寺へ おいでになり、 念仏の ため 御堂に 七日 間 

おこもりになる ことにな つた。 姫君た ち は 平生よりも 

なお 寂しく 山荘で 暮らさね ばなら なか つ た。 ちょうど 

そのころ 薫 中将 は、 長く 宇治へ 伺わない こと を 思 つ て、 

ありあけ づき しのび 

その 晚の有 明月の 上り 出した 時刻から 微行で、 従者た 

ち を も 簡単な 人数に して 八の 宫を お訪ねしょう とした。 

河の 北の 岸に 山荘 は あ つたから 船な ど は 要しな いので 

ある。 薫 は 馬で 来たの だった。 宇治へ 近くなる にした 



た。 

雲の ゐる 峰の かけ ぢを秋 霧の いと ど隔 つる 頃に も 

あるかな 

たんそく 

その あとで 歎息す るら しい 息づ かい の 聞こえる の も 

非常に 哀れであった。 若い 男の 感情 を 刺激す るよう な 

美しい ものな ど は 何もない 山荘で は あるが、 こうした 

ちゆ-つちよ 

心苦し さから 辞し 去る ことが 躊躇 される 薫であった。 

しかも 明るくな つ ていく こと は 恐ろしくて、 

「お近づきして かえ つ てまた 飽き 足りません 感を 与え 



るよう にな つ ている 薫の 供の 者 は 庭先で 言つ ている。 

貧弱な 船に 刈った 柴を 積んで 川の あちらこちら を 行く 

者 もあった。 だれも 世 を 渡る 仕事の 楽で なさが 水の 上 

にさえ 見えて 哀れで ある。 自分 だけ は 不安な く 玉の 

うてな 

台 に 永住す る ことので きる ように きめてし まう こと 

は 不可能な 人生で あるな どと 薰は 考える ので あつ た。 

すず リ 

薫 は 硯 を 借りて 奥へ 消息 を 書いた。 

く さ を しづく そで ぬ 

橋 姫の 心 を 汲みて 高瀬 さす 棹の I 卞 に袖ぞ 濡れぬ 

る 



寂しい ながめば かり をして おいでになる のでしょう。 

そして これ を 侍に 持たせて やった。 その 男 は 寒そう 

に 鳥肌に なった 顔で、 女王の 居間の ほうへ 客の 手紙 を 

届けに 来た。 返事 を 書く 紙 は 香の 焚き こめた もので な 

ければ と 思いながら、 それより もまず 早くせ ねばと、 

か は を さ 

さし か へ る 宇治の 川 長 朝夕の I 卞ゃ袖 をく たし は つ 

らん 

身 も 浮かぶ ほどの 涙で ございます。 

大 姫君 は 美しい 字で こう 書いた。 こんな こと も 皆と 



宮は お笑いに なった。 

薫の 心 は 宇治の 宫で 老女が ほのめかした 話から また 

古い 疑問が 擡頭して いて、 人生が 悲しく 見えて ならな 

いこの ごろであった から、 美し い 感じ を 受けた ことに 

うわさ 

も、 ほかから 耳に はいって くるす ぐれた 女性の 噂な 

どに も 自身 は 興味 をそう 持てな いので あ つ た。 

かおる 

十月に なって 五、 六日 ごろに 薫 は 宇治へ 出かけた。 

あじろ 

「季節です から 網 代の 漁 を させて ごらんに なるとお も 

しろう〜 j 、ざ います」 

と 進言す る 従者 も あ つ たが、 

ひ お ひお むし 

「そんな こと はい や だ。 こちら も 氷 魚と か 蜉蝣と かに 



な芸が どこから ここへ 伝わって くる ものです か、 誤解 

です よ」 

宫 はこうお 言いに なりながら 琴 をお 弾きになる ので 

あつたが、 それ は 身に しむ 音で、 すごい 感じが した。 

庭の 松風の 伴奏が しからし める のか もしれ ない。 忘れ 

たという ふうに あそばしながら 一 つの 曲の 一 節 だけ を 

弾いて 宮は おやめに なった。 

「私の 家で は 時々 鳴る ことの ある 十 三絃 はちよ つと お 

もしろ い 手筋の ように 思われる こと もあります が、 私 

が 熱心に 見て やらな くな つ てもう 長くな ります からね- 

現在 家の 者の 弾いて いるもの は 皆 前の 川の 波音 を 標準 



うちに、 その 人 も そこで 亡くなりまして から、 十 年め 

ほどの、 違った 世界の 気が いたします ような 京へ 上つ 

てまい つたので ございま すが、 こちらの 宮様 は 私の 父 

方の 縁故で 童女 時代に 上が つ ていた ことがある もので 

すから、 もう はなやかな 所へ お勤め もで きない 姿に 

なって おります 私 は、 冷泉 院の 女御 様な どの 所へ、 大 

納言 様の 続きで まい つ て もよ ろしかった ので ございま 

すが、 それ も 恥ずかしくて できませんで、 こうして 山 

の 中の 朽ち木に なって おります。 小 侍従 はいつ ごろ 亡 

くな つたので w J ざ いましょう。 若盛りの 人と し て 記憶 

にご ざいます 人が あらかた 故人に なって おります 世の 
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